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『あべのハルカス　東館』山川 隆晟　Takaaki Yamakawa　1992 年生　鉛筆・色鉛筆・画用紙　350mm × 250mm　2021 年作

発行日　2021年9月15日（水）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒603-8226
　　　　京都市北区紫野西舟岡町2番地
　　　　ふれあい共生館「きたアトリエ」
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編集協力　株式会社 三六六

会　報
No .２７

天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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２
０
２
１
年
９
月
25
日
（
土
）
〜
10
月
10
日

（
日
）
ま
で
、
第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展
「O

PEN
 

STU
D

IO
S

（
オ
ー
プ
ン・ス
タ
ジ
オ
） 2021

」
を
、

拠
点
で
あ
る
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
き
た
ア
ト

リ
エ
（
ふ
れ
あ
い
共
生
館
内
）
に
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
今
年
５
月
の
「
き
た
ア
ト
リ
エ
」

へ
の
移
転
後
初
の
ア
ト
リ
エ
公
開
型
の
展
覧
会
で

す
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
登
録
作
家

40
余
名
が
自
主
的
で
独
創
的
な
制
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
10
周
年
を
迎
え
、
国
内

外
で
の
展
覧
会
参
加
や
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
展
開
な

ど
、
ま
す
ま
す
才
能
豊
か
な
作
家
た
ち
の
活
躍
の

場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
制
作
現
場
を
展
示
会
場
に
す
る
こ

と
で
、「
作
品
が
生
ま
れ
る
臨
場
感
」
と
「
生
ま

れ
た
て
の
作
品
が
放
つ
熱
量
」
の
あ
る
作
品
展
と

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
広
く
社
会
に

発
信
し
ま
す
。

ま
た
、今
年
も
10
月
１
日
（
金
）
は
ア
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西
主
催
の
「
ニ
ュ
イ
・
ブ
ラ

ン
シ
ュ KYO

TO
 2021

〜
パ
リ
白
夜
祭
へ
の
架

け
橋
〜
―
現
代
ア
ー
ト
と
過
ご
す
夜
―
」
に
も
参

加
し
、
当
日
は
21
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
展
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
し
ま
す
が
、

状
況
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

報　　告

展 覧 会

予　　告

展 覧 会

第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展

「O
PEN

 STU
D

IO
S 2021

」

開
催
の
お
知
ら
せ

京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
主
催

第
39
回
京
都
新
聞

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術
作
品
展

「
特
別
展
示
」に
出
展

会
報
26
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
京
都
新
聞

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術
作
品
展
」は
、８
月
11
日（
水
）

よ
り
16
日
（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

京
都
髙
島
屋
７
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
会
場
入

口
に
設
け
ら
れ
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
毎
週
月

曜
日
の
京
都
新
聞
朝
刊
「
私
の
作
品
」
欄
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
作
品
の
「
原
画
」
を
展
示
・
紹
介
す

る
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
当
機
構
か
ら
は

10
点
を
出
展
し
ま
し
た
。

原
画
作
品
は
販
売
を
目
的
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で

参
考
展
示
な
の
で
す
が
、
購
入
希
望
の
声
も
か
な

り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。　

今
回
、
福
祉
の
た
め
に
と
全
国
の
著
名
な

美
術
家
（
日
本
画
・
洋
画
・
陶
芸
・
工
芸
な

ど
）
約
１
４
０
０
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、

１
０
０
０
点
近
く
に
達
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
入

札
に
よ
り
多
く
の
作
品
が
購
入
さ
れ
、
売
却
収
益

は
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
の
公
益
福
祉
事
業

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

同展の入口付近。特設コーナーは左の入り口の右側壁面です

第９回天才アート展「OPEN SUTUDIOS 2021」のイメージビジュアル

す
。
中
止
の
場
合
は
、
当
機
構
の
サ
イ
ト
ま
た
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
期
：
２
０
２
１
年
９
月
25
日（
土
）～
10
月
10
日（
日
）

会
場:

き
た
ア
ト
リ
エ
（
北
区
紫
野
西
舟
岡
町
２
・
ふ
れ
あ
い
共

生
館
）
交
通
／
市
バ
ス
千
本
北
大
路
ま
た
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
前
下
車
・
徒
歩
１
～
２
分
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
で
起
こ
し
く
だ
さ
い
。

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
＋
京
都
新
聞

共
催
：
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会

後
援
：（
公
財
）
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
・
京
都
市
立
総
合

支
援
学
校
長
会

助
成:
北
区
ま
ち
づ
く
り
提
案
支
援
事
業
・（
公
財
）
大
阪
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
財
団
／
山
口
淑
子
友
愛
基
金

協
賛
：
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

協
力
：
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
・
ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西

特設コーナーに展示された当機構の作品
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報 　 告

活　　動

先
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、『
天
才
ア
ー

トK
YO

TO
 

作
品
集2021

』を
刊
行
し
ま
し
た
。

『
天
才
ア
ー
トK

YO
TO

　

作
品
集2021

』は
、

掲
載
作
家
39
人
、
Ａ
５
サ
イ
ズ
、
合
計
84
ペ
ー
ジ
・

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
携
帯
し
や
す
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

サ
イ
ズ
で
す
。

２
０
２
１
年
９
月
25
日
（
土
）
〜
10
月
10
日

（
日
）
ま
で
の
、第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展
「O

PEN
 

STU
D

IO
S

（
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
） 2021

」

で
実
費
に
て
販
売
（
５
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。

他
に
も
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
製
品
も
販

売
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
「
天
才
ア
ー
ト
」

な
作
品
世
界
の
一
端
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊
本
作
品
集
は
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
財
団
／
山
口
淑
子
友
愛
基
金
の
助
成
を
受
け

て
い
ま
す
。

陶
芸
活
動
を
ス
タ
ー
ト

本
年
４
月
、
当
機
構
が
「
き
た
ア
ト
リ
エ
」
に

移
転
し
た
の
を
契
機
に
「
陶
芸
活
動
」
を
開
始
し

ま
し
た
。

き
た
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
ふ
れ
あ
い
共
生
館
は
、

統
廃
合
に
よ
り
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
修

し
た
施
設
で
す
が
、
閉
校
時
に
廃
棄
予
定
で
あ
っ

た
陶
芸
電
気
窯
を
譲
り
受
け
、
再
利
用
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
電
動
土
練
機
や
手
回

し
ろ
く
ろ
は
、
昨
年
度
中
に
公
益
財
団
法
人
京
遊

連
社
会
福
祉
基
金
様
の
助
成
に
よ
り
購
入
し
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
分
野
の
制
作
活
動
は
当
機
構
設
立
当
時
よ

り
の
念
願
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
る
作
品
が
楽
し
み
で
す
。
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焼成前の粘土造形

1 階奥のピロティに設置された陶芸電気釜

『
天
才
ア
ー
ト
』
を

商
標
登
録
し
ま
し
た

最
近
、
知
的
財
産
権
の
重
要
性
や
保
護
と
い
う

こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
知
的
財
産
権
の
一
つ

に
商
標
が
あ
り
、
多
く
の
企
業
や
団
体
な
ど
で
社

名
や
商
品
名
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
が

商
標
登
録
さ
れ
て
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
以
前
か
ら
商
標
登
録
を
し
て
い
な
い

た
め
に
「
類
似
商
標
や
屋
号
」
が
原
因
と
な
っ

て
会
社
間
で
争
い
が
生
じ
、
裁
判
な
ど
に
な
る

ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
目
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
当
機
構
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
未
然
に
防

い
で
知
的
財
産
権
を
守
る
た
め
、『
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
商
標
登
録

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
作

品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸

事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

『
天
才
ア
ー
トKYO

TO

作
品
集2021

』を
刊
行
。

第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展
で
販
売
し
ま
す

川嶋 誉大 (1996-) Kawashima Yoshihiro

川嶋はクレパスを寝かせて手に持ち、色画用紙に擦りつけることで、オール・オー

ヴァーな画面を必ず紙の表裏両面に描きます。彼はクレパスを「擦りつける」と

いう行為そのものを楽しんでいるのです。そこに生まれるものは奥行きや何かを

描いた形もなく、色彩と痕跡があるのみです。彼が描く時はダイナミックに身体

を全部使い、時にリズムをとりながら描いていきます。無心に楽しみながらも激

しい動きから生まれた静謐な画面は、観る人によって多様な印象を抱かせます。

[ 無題 ] 2016 年　 クレパス、色画用紙    390mm × 540mm
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[ 無題 ] 2016 年　 クレパス、色画用紙    390mm × 540mm

[ 無題 ] 2016 年　 クレパス、色画用紙    390mm × 540mm
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

西村 紫苑

服部 可菜恵

西村 紫苑　Nishimura Shion　2002年生
西村は、13歳頃よりそれまでの作画表現から進んで、「ウルトラマン・シリーズ」「大魔神」
などの特撮ヒーローや怪獣、「八部衆（仏法を守護する八神）」や「十二神将（護法善神）」
などの仏像を元に、段ボールや色画用紙と透明テープなどを使ってフィギュアを制作して
います。
その制作プロセスには、フィギュアに直接ペンで身体を細部まで描き下着をはかせた上で、
服を制作します。それらを観客は決して観ることができませんが、そのプロセスを経ること
によって、まるで実際の仏像が仏性を秘めるため内部に胎内仏や舎利が納められ作られる
かのように、彼はフィギュアに「命」を与えています。

服部 可菜恵　Hattori Kanae 1994年生
服部は花や植物を油性ペンと鮮やかな色彩のアクリル絵の具
を用いて描いています。
しばしば「茎」「花弁」「土」は省略され、作者独自のシンプ
ルな形状へとデフォルメされます。「花」であると同時に、ど
こかしら「人」のようにも見え、一本一本の花が互いに会話
をしているかのようにも見えます。どの服部作品も植物に対す
る彼女の優しいまなざしを感じることができます。

『n140F_Jikokuten 西村紫苑「持国天」』　
W105×H250×D45mm　ペン・透明テープ・色画用紙　
2017 〜 2019 年制作

『n3F_Jinjadaisho 西村紫苑「深沙大将立像』　
W100×H275×D37mm　ペン・透明テープ・色画用紙
2017 〜 2019 年制作

『n129F_ALIEN TERRORIST 西村紫苑「テロリスト星人』　
W150×H240×D45mm　ペン・透明テープ・色画用紙　2017 〜 2019 年制作
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上田　彩　Ueda Aya　1989年生
上田は、幼少期より身の回りの出来事や季節折々にある家庭や学校の行事などを好
んで描いてきました。長じてもそのテーマは一貫しており、今も、家庭や通所する事
業所などでの季節の行事やレクリエーションをテーマに描き続けています。そして、
作品には、必ず本人や近しい人をモチーフにしたり、大好きなパンダを擬人的にアレ
ンジしたりするなど、独特の画風で絵日記を描くように制作します。彼女が生み出す
絵画の世界には、平和で楽しく穏やかな時が流れています。

上田　彩

『ウメ』　W330×H540mm　画用紙・水彩絵の具　2021 年制作

『サクラ　パンダ』　W380×H270mm　画用紙・水彩絵の具　2019 年制作

『もみじ　パンダ』　W380×H270mm　画用紙・水彩絵の具　2021 年制作

『ヒヤシンス』　W270×H380mm　画用紙・水彩絵の具　2021 年制作

『カレンダー』　W297×H210mm　画用紙・水彩絵の具　2018 年制作
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さ
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
そ
れ
か
ら
不
定

期
で
は
あ
り
ま
す
が
月

２
回
ア
ト
リ
エ
に
参
加

し
、
粘
土
や
絵
を
制
作

し
て
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
周
り
の
音
や
人
に
過
敏
な
タ
イ
プ
で

長
い
時
間
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
は
る
に
と
っ

て
も
私
に
と
っ
て
も
社
会
の
中
で
居
場
所
が
で
き

た
よ
う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

展
覧
会
に
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
受
付
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
て
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
整
理
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中

に
６
歳
の
お
子
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
、「
良
か
っ

た
作
品
：
ね
ん
ど
で
つ
く
っ
た
ち
い
さ
な
た
べ
も

の
」
と
書
い
て
く
れ
た
の
を
見
て
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
阪
急
京
都
線
の
地
下
通
路

で
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
の
時
に
は
、
ご
近
所
の
方
や

昔
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
の
先
生
か
ら
「
作
品
見

た
よ
！
す
ご
い
ね
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
り
し
ま
し
た
。

本
人
は
社
会
性
が
低
く
、
人
と
関
わ
る
こ
と

が
苦
手
で
距
離
を
と
る
タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
出
会
っ
て
、
作
品
を
通

じ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
思
春
期
に
か
か
り
、制
作
も
マ
イ
ペ
ー

ス
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ー
ト
で
社
会
と
つ
な

が
れ
た
ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
予
感
的
中
!!

「
自
閉
傾
向
で
す
ね
」。
３
歳
児
検
診
で
別
室
に

呼
ば
れ
、
心
理
士
さ
ん
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
と
き

の
こ
と
は
、
今
で
も
部
屋
の
景
色
ま
で
覚
え
て
い

ま
す
。
身
体
は
健
康
そ
の
も
の
、
寝
返
り
も
標
準

よ
り
早
く
ク
リ
ア
し
て
い
て
、
母
は
鼻
高
々
だ
っ

た
乳
児
期
。
順
調
に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

２
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
「
ん
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
、父
も
当
時
「
ち

は
る
と
会
話
で
き
る
気
が
し
な
い
…
」
な
ど
と

言
い
出
し
ま
し
た
。「
え
ー
！
そ
ん
な
こ
と
な
い

や
ろ
、
人
付
き
合
い
に
淡
白
な
だ
け
じ
ゃ
な
い
？　

こ
ん
な
小
さ
い
の
に
看
板
の
英
語
も
読
む
し
。
小

さ
い
人
形
並
べ
て
お
ま
ま
ご
と
し
て
る
み
た
い
や

し
」
と
、
私
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
何
と
な
く
発
達
障
害
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト

で
調
べ
、
当
て
は
ま
る
？ 

当
て
は
ま
ら
な
い
？ 

と
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
見
事
に

父
の
予
感
は
的
中
し
た
わ
け
で
す
（
的
中
し
て
ほ

し
く
な
か
っ
た
け
ど
）。

幼
少
期
の
ち
は
る
は
、
聴
覚
が
過
敏
で
視
覚
か

ら
の
情
報
に
強
く
、看
板
の
ロ
ゴ
を
見
て
は
「
エ
ー

ユ
ー
」「
ジ
ェ
ー
テ
ィ
ー
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し

た
。
の
ん
き
な
両
親
は
「
す
ご
ー
い
！
」
と
喜
ん

で
い
た
も
の
で
す
。
父
の
仕
事
の
都
合
で
こ
の
頃

は
引
っ
越
し
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ぐ
ず
ぐ
ず

と
不
機
嫌
な
と
き
、
落
ち
着
か
な
い
と
き
に
は
絵

描
き
歌
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
を
描
い
て
見
せ
る

と
収
ま
っ
て
、
何
度
も
何
度
も
描
く
よ
う
に
訴
え

て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を
描
く
ス
キ
ル
は
か
な
り
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
自
分
で
描
く
と
い
う

よ
り
見
る
方
に
集
中
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

●
制
作
の
始
ま
り

就
学
前
に
た
ま
た
ま
手
に
し
た
紙
粘
土
で
ド
ー

ナ
ツ
屋
さ
ん
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
イ
オ
ン
や
ド
ー

ナ
ツ
を
作
り
出
し
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物

を
作
る
の
に
は
ま
り
ま
す
。
作
っ
て
は
テ
ー
ブ
ル

に
並
べ
て
を
繰
り
返
し
、
一
時
期
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
て
満
足
す
る
の
で
、

私
た
ち
は
と
な
り
に
小
さ
な
ち
ゃ
ぶ
台
を
出
し
て

細
々
と
食
事
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
料
理
に
対
す
る
何
か
の
ア
ピ
ー
ル
だ
っ
た
の

か
、
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

紙
粘
土
も
白
か
ら
色
付
き
を
使
っ

た
り
、
小
学
生
の
こ
ろ
は
食
べ
物
の

色
を
追
求
し
た
か
っ
た
よ
う
で
、
絵

の
具
を
混
ぜ
た
り
、
大
き
さ
も
小
さ

く
細
か
く
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ツ
の
作
品
は
見
て
い
て
ほ
っ

こ
り
し
ま
す
。

制
作
は
多
岐
に
わ
た
り
、
並
行
し

て
切
り
絵
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
下
書
き
な
し
で
サ
ク
サ
ク
と
切

り
出
し
、
楽
器
を
演
奏
す
る
人
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て

い
ま
し
た
。

小
学
校
の
高
学
年
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
ぽ

つ
ぽ
つ
描
い
て
い
た
絵
に
も
楽
し
み
を
感
じ
た
の

か
学
校
の
様
子
や
生
活
の
様
子
、
絵
本
や
ア
ニ
メ

を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
独
特
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
描
き
ま
す
。
み
か
ん
を

積
ん
で
雪
だ
る
ま
に
見
立
て
、
た
め
ら
い
な
く
み

か
ん
に
油
性
ペ
ン
で
顔
を
ガ
シ
ガ
シ
描
い
た
り
、

小
松
菜
の
根
元
を
切
り
落
と
し
た
切
り
口
を
見
て

「
薔
薇
だ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
り
、
こ
の
時
期
は
想

像
力
（
創
造
力
）
と
制
作
に
あ
ふ
れ
て
る
、
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

●
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
の
出
会
い

制
作
大
好
き
、
と
い
う
小
４
の
時
に
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ト
リ
エ
に
出
会
い
ま
し
た
。

ち
は
る
の
こ
と
を
小
さ
い
時
か
ら
知
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
が
た
ま
た
ま
展
覧
会
に
行
か
れ

て
、
数
々
の
作
品
に
感
激
し
、
ち
は
る
の
作
品
も

一
度
見
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
？
と
連
絡
を
く
だ

ア
ー
ト
で
つ
な
が
る
　
　
　
　
　
　  

本
　
康
子

ご家族さま
より寄稿

学校や生活の様子を描いたノート

切り絵作品

粘土で作った食べ物

粘土で作った小さな食べ物
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『
天
才
ア
ー
ト
作
品

ア
ー
カ
イ
ブ
』の
利
活
用

当
機
構
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
よ
り
ア
ト
リ
エ

内
に
照
明
機
材
を
導
入
し
て
作
品
撮
影
ス
タ
ジ
オ

を
整
備
し
、
現
在
四
、〇
〇
〇
点
近
く
に
な
る
収

蔵
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
一
、八
〇
〇
点
を
撮
影
し
、
作
品
タ
イ

ト
ル
や
作
家
名
な
ど
の
デ
ー
タ
処
理
を
済
ま
せ
て

い
ま
す
。

二
〇
二
○
年
よ
り
、
こ
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
画

像
を
企
業
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
で
き
る
よ
う

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
当
機
構W

eb

サ
イ
ト
に
閲
覧
・
検
索
用
の
低
容
量
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
作
品

を
ネ
ッ
ト
上
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
高
精

細
の
原
画
像
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
企
業
４
社
、
３
団
体
、
４
行
政
機
関
等

で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
収
益
は
「
著
作

料
」
と
し
て
作
家
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
者
支
援
事
業

～
も
の
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

今
年
度
も
当
機
構
で
は
、
京
都
府
の
補
助
金
事

業
と
し
て
「
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
者
の
た
め

の
社
会
参
加
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
に
出
る
の
が
不
安
な
人
や
、
人
と
会
う
の
が

苦
手
な
人
な
ど
、
ど
う
し
て
も
ひ
き
こ
も
り
が
ち

に
な
る
人
で
、
自
分
一
人
で
で
き
る
絵
画
制
作
や

陶
芸
制
作
な
ど
、
ア
ー
ト
創
造
活
動
に
興
味
や
関

心
の
あ
る
方
、
何
も
で
き
な
い
け
ど
ク
レ
ヨ
ン
や

絵
筆
を
持
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
な
ど

な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

アトリエで制作中の作家

こ
の
よ
う
に
『
天
才
ア
ー
ト
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
』

は
会
社
の
広
報
誌
・
Ｐ
Ｒ
誌
の
表
紙
絵
、
製
品
デ

ザ
イ
ン
へ
の
採
用
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
詳
細
は
当
機
構W

eb

サ
イ
ト
、http://w

w
w.

tensai-art.kyoto

、
ま
た
は
「
天
才
ア
ー
ト
」
で

検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）

若林 義輝 「生と滅（りんね）」（天才アートKYOTO）

TOPメッセージ
MASUDAナウ発刊に寄せて
「週刊新潮」掲載記事
MASUDAの最前線
トピックス

創刊号 2021/7/20株式会社増田医科器械広報紙

株式会社増田医科器械様広報誌

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

×SU
ZU

RI

好
評
発
売
中
!!

昨
年
に
引
き
続
き
、「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
登
録
作
家
や
そ
の
作
品

の
知
名
度
向
上
や
多
様
な
グ
ッ
ズ
展
開
を
行
う
た

め
、「SU

ZU
RI by G

M
O

」 https://suzuri.jp
を
用
い
て
、
順
次
新
た
な
グ
ッ
ズ
制
作
お
よ
び
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

SU
ZU

RI
と
は
、
在
庫
を
持
た
ず
に
、
注
文
を

受
け
た
時
点
で
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
ア
ー
カ
イ

ブ
画
像
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
順
次
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ

ン
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
商
品

と
し
て
は
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
メ
モ
帳
、
マ
グ
カ
ッ
プ
等
が
あ
り
ま
す
。

作
成
し
た
商
品
は
、SU

ZU
RI

サ
イ
ト
を
通
じ

て
の
み
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。SU

ZU
RI

の
サ
イ

ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
「SU

ZU
RI 

天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
と
入
力
す
る
か
、
掲
載

し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
ス
キ
ャ
ン
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
シ
ョ
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
当
機
構
の
作
家
の
作
品
を
順
次
制
作
中

で
す
。
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
広
報
に
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

スマホケース

制
作
活
動
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
人
に

は
当
機
構
が
場
所
や
材
料
を
提
供
し
て
、
自
由
に

創
作
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

社
会
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
が
自
然
と
生
ま
れ
ま

す
。
好
き
な
こ
と
を
集
中
し
て
や
る
と
、
達
成
感

や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
力
が
ア
ー
ト
に
は
あ
る
の
で
す
。
気
楽

に
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
当
機
構
は
そ
ん
な

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@

tensai-art.kyoto

レポート

トピックス

T シャツ QR コード
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■ 
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
10
年
の
あ
ゆ
み

　
〜
ア
ー
ト
で
豊
か
な
社
会
へ

当
機
構
は
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
の
推

進
・
支
援
を
目
的
に
２
０
１
１
年
８
月
に
設
立
し

ま
し
た
。
翌
年
に
は
ア
ト
リ
エ
を
開
設
し
、
今
日

ま
で
多
く
の
登
録
作
家
の
方
々
に
創
作
の
場
と
し

て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
作
品
の
収
蔵
と
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
保

存
を
進
め
な
が
ら
、
毎
年
の
展
覧
会
や
様
々
な
展

示
企
画
に
よ
り
作
品
の
魅
力
と
芸
術
的
価
値
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
市
民
に

フ
ァ
ン
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業
・
行
政
・
団
体

様
に
も
協
賛
や
連
携
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
内
容
は
、
①
芸
術
創
作
制
作
活

動
、②
作
品
収
蔵
、③
展
覧
会
等
展
示
活
動
、④
作

品
ア
ー
カ
イ
ブ
保
存
、
⑤
作
品
販
売
と
ア
ー
カ
イ

ブ
提
供
・
著
作
料
還
元
、⑥
広
報
活
動
、⑦
芸
術

創
造
に
関
す
る
研
究
の
７
分
野
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
作
家
諸
氏
の
主
体
的
で
創

造
的
な
社
会
参
加
が
進
み
、
市
民
や
企
業
の
皆
様

と
つ
な
が
り
著
作
料
の
還
元
な
ど
に
よ
る
経
済
的

な
自
立
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
多
く

の
皆
さ
ま
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
利
用
や
作
品
の
購

入
、
レ
ン
タ
ル
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
当
機
構W
eb

サ
イ
ト
へ
‼

■ 

会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
創
作
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
作
品
を
創
る
環
境
を
整
え
、
作
品
を

ア
ー
カ
イ
ブ
（
記
録
・
保
存
）
し
、
作
家
別
に
ポ
ー

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

山
川
は
、
色
鉛
筆
を
用
い
て
実
在
の
神
社
や
寺
や
ビ
ル
な
ど

の
観
光
名
所
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
き
続
け
ま
す
。
建
物
や

植
物
は
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
、
ロ
ー
マ
字
表
記
や
最
寄

り
駅
の
情
報
な
ど
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
建
物
の
解
説
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
「
京
都
」
や
「
奈
良
」
を
好

ん
で
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
「
大
阪
」
を
描
く
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。「
大
阪
」
を
描
く
時
は
夕
日
に
染
ま
っ
た

絵
を
描
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
都
市
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す
「
時
間
」
も
閉
じ
込
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

近
作
で
あ
る
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス　
東
館
」
で
は
、
古
都
京
都

と
奈
良
１
０
０
０
年
の
象
徴
で
あ
る
天
女
と
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

が
同
時
に
描
か
れ
、
古
代
と
現
代
の
日
本
が
時
代
を
越
え
融

合
し
た
か
の
よ
う
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
描
い
て
い
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
は
賛
否
両
論
が
あ

る
も
の
の
、
真
剣
に
競
技
に
取
り
組
む
ア
ス
リ
ー
ト
が
た
ち

の
姿
は
尊
く
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

さ
て
、「
き
た
ア
ト
リ
エ
」
に
移
転
し
て
４
カ
月
。
新
し
い

環
境
に
も
慣
れ
、
創
作
活
動
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、き
た
ア
ト
リ
エ
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展
「O

PEN
 STU

DIO
S 2021

」
を

き
た
ア
ト
リ
エ
で
開
催
し
ま
す
。
本
展
で
は
、
制
作
現
場
を

展
示
会
場
に
す
る
こ
と
で
、「
作
品
が
生
ま
れ
る
臨
場
感
」
と

「
生
ま
れ
た
て
の
作
品
が
放
つ
熱
量
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
予
防
策
も
万
全
に
、
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

広告協賛企業（順不同）
わたしたちは天才アート KYOTO の活動に賛同しています

『あべのハルカス　東館』山川 隆晟　Takaaki Yamakawa　
1992 年生　鉛筆・色鉛筆・画用紙　350mm × 250mm　
2021 年作

ト
フ
ォ
リ
オ
（
作
品
集
）
を
編
集
・
制
作
す
る
こ

と
、
作
品
を
商
品
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
…
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ト
を
勉
強
中
の
若
い

皆
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

社
会
人
の
皆
さ
ん
、
社
会
貢
献
に
興
味
の
あ
る
方
、

特
技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
以
下
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
会
報
・
広
報
活
動
の
企
画
・
編
集

②
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
化
・
商
品
化
な
ど
の
企
画

③
そ
の
他
、
得
意
分
野
を
活
か
し
た
活
動
な
ど

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

■ 

会
報
広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
展
示
会
の
予
告
や

報
告
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
報
告
、
登
録

作
家
の
作
品
紹
介
や
ご
家
族
か
ら
の
寄
稿
文
な
ど
、

当
機
構
に
関
わ
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会

員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な

ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
さ

ま
や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
～
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で


